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議題 2．中間評価の見直しについて（検討） 

 

（１）中間評価の見直しの方向性について(平成２８年度答申) 

・中間評価を見直し、終了評価に重点化－よりよい未来への中間評価へ－【平成 28 年度答申】 

これまで市民参加の実施状況に対する総合的評価は、終了した事業を「終了評価」として、

年度をまたぎ事業が継続して行われるものを「中間評価」として、それぞれ評価点数による「定

量的評価」とコメントによる「定性的評価」を行ってきました。 

 しかし、現在の評価方式においては、中間評価は事業の途中段階での部分的な取組みの評価

とならざるを得ないことから、終了評価と比べ評価点数が低く算出されることになり、定量的

評価には適さないものと思われます。 

 中間評価は事業全体の評価を行うことはできませんが、途中段階での評価結果を継続事業の

これからの取組みに反映させることができる利点があります。 

 また、事業全体の評価となる終了評価に際し、中間評価に出された論点や意見を再度確認し

ながらの作業となり、議論が重複する場合も多々あり、これを避けるためにも、審議時間を効

率的・効果的に活用して、審議をより深く行っていく必要があります。 

 このことから、これからの中間評価は評価点数による定量的な評価からコメントによる定性

的な評価へ見直すこととし、その評価結果を継続事業の未来の取組みに反映させるようにして

いくとともに、事業の終了時に行う終了評価の審議をより深く、正確な評価を下す判断に資す

ることで、重点化させることができます。 

 

 

（２）中間評価の見直しの変更（案）について（検討） 

 

 

 

 

 

 変更前 変更後 

総合的評価における

点数評価 
実施 実施しない 

総合的評価における

コメント評価 
実施 

実施した事業と実施する予定

の事業の評価を追加 

評価後の結果表記 ◎○△×にて表記 
表記を廃止し、コメントによる

評価の実施 

資料２
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（３）中間評価の見直しに伴う様式の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※主な変更点 

 

 

 

 

・中間評価における点数評価の要素の削除 
・昨年度実施した市民参加の手法と来年度実施する市民参加手法をコメントの

評価対象とし、コメント欄を新規追加 

点数評価の廃止 

変更前 
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（４）中間評価の見直しについて(検討) 

実施した市民参加の手法と今後実施

予定の市民参加の手法のコメントに

よる評価の追加 

変更後 


